
随意契約を前提とした見積依頼です。

有効な見積書をもって申込みをした者のうち、予定価格の制限の範囲内で最低の価格の見積書をもって申込みをした者を契約の相手方といたします。

番号 種別 件　名　／　品　名 見積依頼書公表日 見積書提出期限 見積合わせの日時 備考

1 物品 庁舎暖房用燃料（灯油）の購入（単価契約） 令和８年１０月２６日（月） 令和８年１１月９日（月） 令和８年１１月１１日(水) １０時００分

2

3

4

5

令和８年１０月２６日

令和８年度駐留軍等労働者労務管理機構におけるオープンカウンター方式による見積依頼について



契約責任者

独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構

三沢支部長　　伊波　勇

１ 見積合わせ実施日

２ 件名

庁舎暖房用燃料（灯油）の購入（単価契約）

３ 役務内容

別添仕様書のとおり

４ 履行期間

別添仕様書のとおり

５ 参加資格

６ 見積書提出期限

７ 担当部署

青森県三沢市平畑１－１－２５

独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構　三沢支部　管理課総務経理係

電話：０１７６－５３－４１６５

E-mail： haihu_account_misawa@lmo.go.jp

令和８年１０月２６日

オープンカウンター方式による見積合わせの実施について

　令和07・08・09年度防衛省競争参加資格（全省庁統一資格）のうち、「物品の
販売」において「Ｄ」等級以上の格付を受け、東北地域の競争参加資格を有する
者であること。
　その他の参加資格については、「独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構
オープンカウンター方式実施要領」（以下「実施要領」という。）第５の各号の
いずれにも該当する者であること。

　令和07・08・09年度防衛省競争参加資格（全省庁統一資格）の写しを添付し、
令和８年１１月９日（月）午後５時までに、持参、郵送、託送又は電子メールに
より提出すること（郵送若しくは託送による場合は必着）。ただし、実施要領第
６の第３号ただし書の規定に該当する場合は、当該参加資格の写しの添付を省略
できるものとする。

令和８年１１月１１日(水)
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仕様書 

 

１ 総則 

  本仕様書は、独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構三沢支部（以下「支部」

という。）に納品する庁舎暖房用燃料（灯油）の購入について規定するものである。 

 

２ 件名 

  庁舎暖房用燃料（灯油）の購入（単価契約） 

 

３ 納品場所  

  青森県三沢市平畑１丁目１番２５号 

  独立行政法人駐留軍等労働者労務管理機構三沢支部 

  屋外燃料タンク及びポリタンク 

 

４ 期 間 

  契約締結日の翌日から令和９年３月３１日まで 

 

５ 内 容 

受注者（以下「乙」という。）は、発注者（以下「甲」という。）から要求のあっ

た都度、別紙「契約単価表」記載の価格をもって庁舎暖房用燃料（灯油）を供給す

るものとする。この場合、乙は、通常発行する給油伝票を甲に交付し、その確認を

受けるものとする。 

 

６ 単価の協議 

（１） 契約期間内において、原油価格の動向、経済情勢の著しい変化その他の予期

せぬ事由により、灯油の市場価格に大幅な変動が生じ、当初の契約単価を維持

することが著しく不適当であると認められるときは、甲又は乙は、他方に対し

て単価の改定を請求することができる。 

（２） 前項の規定による請求があったときは、甲及び乙が誠意をもって協議し、変

更後の単価及びその適用時期を定めるものとする。 

 



 

７ 購入予定数量 

品 名 規 格 数 量 

灯 油 白 3,700リットル 

  ※購入予定数量は、保証するものではない。 

 

８ 請求方法 

  乙は、検査に合格したものの１か月分を毎月取りまとめ、翌月甲に対して支払請 

求書を提出するものとする。 

９ その他 

（１） 本仕様書に定めのない事項が発生した場合、甲及び乙が協議して解決するも

のとする。 

（２） 詳細については、支部職員の指示によるものとする。 

 



別 紙 

契 約 単 価 表 

 

品 名 規 格 単  位 単  価 備  考 

灯 油 白 １リットル ○○円 
消費税及び地方消費税

の額を含まない。 

 


